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図書館の利活用につい
ての考え方は

幼児教育に対して責任
を持った対策を

　　人生100年時代と喧
けん

伝
でん

され
る昨今の社会状況において、図
書館の役割は従来の社会教育施
設としてのものから地域の課題
解決の拠点へと変化していかな
ければならないと感じる。
　サービスの多機能化、生涯学
習機能の強化、レファレンスサ
ービスの充実のため、所管を教
育委員会から市長部局に移す調
査、検討をしてみてはどうか。

　　公立幼稚園の休園を、少子
化や園児数の減少を理由にして
はならない。
　また、教員の研修等を理由に、
一部、実施されていない水曜日
の預かり保育を、全ての公立幼
稚園において完全実施するなど、
幼児教育をもっと大切にし、子
育てをする保護者が希望を持て
るような対策を、教育委員会が
責任をもってとるべきであると
考えるがどうか。

○津市久居アルスプラザを活か
した地域の活性化について
○学校図書館と公立図書館の連
携について
○内申点の県内地域間偏差につ
いて
○非認知能力を伸ばす環境の整
備について

○空家等の所有者等が不明な場
合の確認と対策は
○地域懇談会は要望事項の会議
になっていないか

▲津図書館1階には、児童書や
　一般図書が多数そろっている

▲（仮称）芸濃こども園建設予
　定地

　　教育委員会が所管している
図書館行政を自治体の市長部局
へ移管することについては、文
部科学省の「中央教育審議会生
涯学習分科会公立社会教育施設
の所管の在り方等に関するワー
キンググループ」において、意
見交換が行われており、市長部
局が所管となった場合のメリッ
トとして、全庁組織との連携や
自治体間での連携がスムーズに
なること、また、教育委員会が
所管するメリットとしては、学
校教育との連携が容易であるこ
となどがあげられている。
　津市では、図書館は学校教育
との連携を今後も大切にしてい
く観点から、現時点では、市長
部局への移管は考えていない。

　　現在、今後の津市立幼稚園
の在り方について、市民ニーズ
や地域の実情、民間施設との関
係など、さまざまな観点から検
討を行っており、その中で、幼
稚園の預かり保育の課題につい
ても整理しながら、しっかりと
検討し、子どもたちや保護者の
方に選んでいただける幼稚園づ
くりを目指していく。
　幼稚園教育の中で大切にして
きた幼児一人一人の成長発達
に合わせたきめ細かな教育実践
や、研修の積み重ねに裏打ちさ
れた系統的な教育内容をもとに、
今後も、津市立幼稚園として、
しっかりと実践していく。

今後も学校教育との連
携を大切にしていく

公立幼稚園としての幼
児教育を実践していく


